みみず 

紫色に 光る 一 つの 山 蚯蚓が、 小 蛇の ように 何処から 

か 這いだ して 来て、 それが 係 蹄の 針金に かかった。 半 

兵衛は それ を 見つけた。 

(大きな 蛇蚓も ある もんだ) 

蚯蚓 は それつ きリ 動か なくなった。 と、 その 傍の 黄 

色に なった 草の 中から に よこによ こと 動きだし たもの 

があった。 それ は 土色 をした 蛙であった。 蛙 は その 眼 

をき ろき ろと さしながら 這いだ して 係 蹄の 傍へ 往き、 

ちょ つ と 立ち 停つ て 何 か 考える ように 首 を 傾げて いた 

が、 やがて ぱくりと 口 を 開けた かと 思う と、 彼 は山蚯 

蚓を くわえて 眼 を 白黒に さしながら 呑んで しま つ た。 



蛙 はやつ と 一 仕事 終った と 云うよう な 態 をして 踞ん だ。 

何処に いたの か 黒の 地に 赤い 斑点の ある 小 蛇が 蛙の 

後の方へ 這いだ して 来た。 半 兵 衛は眼 を ひかずに それ 

を 見て いた。 蛇 は 蛙の 傍へ 往 くと 鎌首 を あげて、 赤い 

かたあし 

針の ような 舌 を ちらちらと 一 二度 出した 後に 蛙の 隻足 

を くわえた。 蛙 は 驚いて 逃げよう としたが どうしても 

逃げる ことができないで、 その 体 は 次第に 蛇の 口の 中 

へ 消えて 往 つた。 

(けたいな こと も ある もの じ や) 

半 兵 衛は鬼 魅が わるかった。 その 半 兵衛の 眼の 前 を 

灰 毛の 大きな 体の ものが 掠めた。 谷の 下の 方の 林の 中 



から 一 疋の 大きな 野猪が 不意に 出て 来て、 半 兵衛の 

はなさき 

鼻端に 触る ように 係 蹄の 傍へ 住った。 半 兵衛は 鉄砲 を 

かまえた。 野猪 は 蛙 を 呑んで むこうの ほうへ 這うて 往 

こうと している 蛇 を 一 口に ぺろリ と 呑んで しまった。 

同時に 半 兵衛は 火緦を さした。 彼 は 小牛の ような 野猪 

が、 轟然と 響く 鉄砲の 音と ともに、 地 響 打って 倒れる 

だろうと 思 つ たが、 鉄砲の 音 は 小さく 響いた だけで、 

野猪 は 悠然と むこうの 方へ 住って しまった。 半 兵衛は 

失敗った と 思って 二 発 目の 弾 を 急いで 籠め たが、 籠め 

終った 時にはもう 野猪の 影 も 見えなかった。 

(今日はけ たいな 日 じ やな) 



半 兵衛は 鉄砲 を 持った なり 考え だした が、 なんと 

思っても 不思議で たまらない。 

(今日は、 ろくな こと は あるまい、 帰ろう、 帰ろう) 

半 兵衛は 遂に 帰る ことに 定めた。 彼 は 舌打ちし なが 

ら 初めに あがって 来た 路 をお りて、 谷の 下の 方へ 帰り 

かけた。 栂の 木が 生えて 微 暗い 処 があった。 半 兵衛は 

其処 へ往 くと 手に 持って いた 鉄砲 を 肩に 掛けた。 

さるお がせ 

女蘿 が 女の 髪の ように さが つ た 大きな 栂の 木の 陰 か 

ら、 顋 鬚の 真白な 老僧が ちょこちょこと 出て 来て 半 兵 

衛の 前に 立ち塞が つ て 両手 を 拡げた。 

ばけもの 

「この 妖怪 奴」 
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